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定
家
の
百
首
歌
に
お
け
る
「有
明
」

―
四
季
歌
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

「有
明
」
は
、
明
け
方
に
な

っ
て
も
空
に
残
る
月
の
こ
と

（以
下
、　
一

日
意
識
の

「有
明
」
と
す
る
）
を
い
う
が
、
『能
因
歌
枕
』
広
本
に
、
「晦

あ
り
あ
け
と
い
ふ
」
「廿
月
ョ
リ
あ
り
あ
け
」
と
記
さ
れ
、
『
袖
中
抄
』

に
は
、
「
下
旬
を
ば
お
し
な
べ
て
有
明
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

月
の
二
十
日
以
後
、
下
旬
の
月

（以
下
、
月
齢
意
識
の

「有
明
」
と
す
る
）

で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、　
一
つ
の
詞
に
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
歌

語
で
あ
る
。

全
て
の
勅
撰
集
で
詠
ま
れ
、
詠
歌
数
は

『
詞
花
和
歌
集
』
ま
で
は
、

僅
か
で
あ
る
が
、
『
千
載
和
歌
集
』
二

一
首
、
『新
古
今
和
歌
集
』
で
は

四
二
首
と
倍
増
し
て
い
る
。
「有
明
」
が
、
急
激
な
増
加
を
見
せ
る
新

古
今
時
代
は
、
百
首
歌
の
時
代
で
も
あ

っ
た
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
は
、

「
正
治
初
度
百
首
」
を
皮
切
り
に
百
首
歌
が
催
さ
れ
、
『新
古
今
和
歌

集
』
の
有
力
な
撰
歌
資
料
と
な
り
、
当
時
の
歌
人
た
ち
に
と

っ
て
百
首

歌
を
詠
む
こ
と
は
最
重
要
課
題
と
な

っ
た
。

こ
の
百
首
歌
を
詠
む
際
、
「
有
明
」
の
有
す
る
二
つ
の
意
味
の
う
ち
、

細
川
　
知
佐
子

二
十
日
以
後
の
月
で
あ
る
こ
と
は
、
部
立
内
部
に
時
間
の
経
過
を
有
す

る
四
季
歌
や
恋
歌
の
中
で
、
そ
の
時
間
経
過
を
示
す
有
効
な
歌
語
と
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
月
齢
意
識
の

「有
明
」
が
百
首
歌
の
四
季
あ
る
い
は
恋

の
歌
を
詠
む
際
、
有
効
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
古

今
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
藤
原
定
家
の
百
首
歌
に
お
け
る

「
有

明
」
が
、　
一
日
意
識
、
月
齢
意
識
の
ど
ち
ら
に
よ
り
重
点
を
置
い
て
詠

ま
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
な
お
、
百
首
歌
に
お
い
て
、
部
立
内
部
に
時

間
経
過
を
有
す
る
の
は
四
季
歌
と
恋
歌
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
主
と
し

て
、
定
家
の
詠
歌
数
の
多
い
四
季
歌
を
考
察
対
象
と
し
、
ま
た
部
立
内

部
に
時
間
経
過
を
有
し
な
い
雑
歌
は
対
象
外
と
す
る
。

一　

組
題
百
首
と
部
立
百
首

ま
ず
、
定
家
が
百
首
歌
で

「有
明
」
を
実
際
ど
の
よ
う
に
使

っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
数
を
確
認
し
概
観
す
る
。
定
家
の
時
代
の
百
首
歌
を

大
別
す
る
と
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

定
家
の
家
集

『
拾
遺
愚
草
』
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
所
収
の
百
首
歌
を
分
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類
す
る
と
、
以
下
に
示
す
表

一
・
表
二
と
な
る
。

組
題
百
首
は
寿
永
元
年

（
一
一
八
一
し

二
十

一
歳
の

「堀
河
題
百
首
」

か
ら
、
部
立
百
首
は
養
和
元
年

（
一
一
八

こ

一
一十
歳
の

「初
学
百
首
」

か
ら
詠
歌
年
順
に
表
を
作
成
し
た
。
但
し
、
特
殊
な
構
成
の

「花
月
百

首
」
「関
白
左
大
臣
家
百
首
」
「
四
季
題
百
首
」
と
、
内
部
に
時
間
経
過

を
有
し
な
い
歌
題
か
ら
な
る

「十
題
百
首
」
は
除
外
し
た
。

表

一
に
あ
る
よ
う
に
、
定
家
は
組
題
百
首
を
九
回
詠
ん
で
お
り
、
そ

の
中
で

「
有
明
」
は
四
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
四
季
と
雑
で
そ
れ
ぞ
れ

二
首
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
恋
で
は

一
首
も
み
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
注
目

す
る
四
季
歌
で
は
、
建
久
四
年

（
一
一
九
一こ

に
九
条
家
の
良
経
主
催

で
行
わ
れ
た

「六
百
番
歌
合
」
の
秋

「暮
秋
」
題
と
、
建
保
六
年

（
一

一
三

八
）
に
詠
じ
た

「韻
字
四
季
歌
」
の
句
題

「
孤
燈
背
壁
暁
夢
断
、

急
雨
濯
窓
陽
景
残
」
で
詠
ん
で
い
る
。
「六
百
番
歌
合
」
の
歌
題

「暮

秋
」
は
、
秋
の
最
後
の
歌
題
で
あ
り
、
月
が
秋
の
景
物
で
あ
る
こ
と
、

「九
月
尽
」
の
よ
う
に
限
ら
れ
た

一
日
を
詠
む
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、

月
の
終
わ
り
を
表
す

「
有
明
」
が
秋
の
終
わ
り
と
い
う
題
の
本
意
に
適

う
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
の
詠
歌
は
月
齢
意
識

に
よ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
ひ
と

つ
の

「韻
字
四
季
歌
」
で
は
、
句

題
に
含
ま
れ
る

「暁
」
か
ら

「有
明
」
が
詠
ま
れ
た
も
の
で
、　
一
日
意

識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
組
題
と
は
い
え
、
二
句
か
ら
な
る

漢
詩
句
を
歌
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
特
殊
で
あ
り
、
ま
た
定
家
自
身
が

「試
に
か
き
な
ら
べ
」
た

「
い
た

つ
ら
事
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
例
外
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
組
題
百
首
の
四
季
歌

【表

一
】
定
家
の
組
題
百
首
に
お
け
る

「有
明
」

※

「藤
川
百
首
」

の
詠
歌
数
と
歌
題

は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
。

合
計

藤
川
百
首

詠
歌
年
次
不
明

文
集
百
首

同
右

韻
字
四
季
歌

建
保
六
年

（
一
二
一
八
）

内
大
臣
家
百
首

建
保
三
年

（
一
二
一
五
）

六
百
番
歌
合

建
久
四
年

（
一
一
九
三
）

一
句
百
首

建
久
元
年

（
一
一
九
〇
）

重
奉
和
早
率

「
堀
河
題
」

同
右

早
率
露
胆
百
首

「堀
河
題
」

文
治
五
年

（
一
一
八
九
）

堀
河
題
百
首

寿
永
元
年

（
一
一
八
二
）

百
首
歌

1 1 1 0 0 1 数

四
季
２

雑
２

雑

１

秋

１

秋

１

雑

１

部
立

「月
籍
中
友
」

「孤
灯
背
壁
暁
夢
断
、

急
雨
濃
窓
陽
景
残
」

「暮
秋
」

「
山
家
」

「有
明
」
が
詠
ま
れ
た
歌
題
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【表
二
】
定
家
の
部
立
百
首
に
お
け
る

「有
明
」
の
詠
歌
数

は

「六
百
番
歌
合
」
の

「暮
秋
」
題

一
首
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
の

「
有
明
」
は
、
月
齢
意
識
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
「六
百
番
歌
合
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

次
に
部
立
百
首
を
示
し
た
表
二
を
参
照
す
る
。
組
題
百
首
と
は
明
ら

か
に
異
な
り
、
全
て
の
百
首
歌
で

「有
明
」
を
詠
ん
で
お
り
、
数
量
的

に
も

「初
学
百
首
」
か
ら

「院
百
首
　
建
保
」
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
差
は

み
ら
れ
な
い
。
ま
た
四
季
歌
で
は
必
ず

「有
明
」
を
詠
ん
で
い
る
の
に

対
し
て
、
恋
歌
で
は
、
「
閑
居
百
首
」

一
首
の
み
で
あ
り
、
百
首
歌
の

恋
歌
で
は
、
「有
明
」
を
ほ
と
ん
ど
使

っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
表

一
と
表
二
か
ら
、
同
じ
百
首
歌
で
も
、
組
題
百
首
と
部
立

百
首

で
は
、
「有
明
」
の
詠
歌
数

に
明
確
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分

か

っ
た
。
ど
ち
ら
も
百
首
歌
を
九
回
詠
ん
で
い
る
が
、
四
季
歌
に
お
け

る
詠
歌
数
は
、
組
題
百
首
の
二
首
に
比
べ
、
部
立
百
首
で
は

一
三
首
と

な

っ
て
い
る
。
組
題
百
首
と
部
立
百
首
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
並
行
し
て
詠

ま
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
が
、
若
年
期
の
も
の
で
、
も
う

一
方
が

老
年
期
に
詠
ま
れ
た
と
い
う
よ
う
な
偏
り
は
な
く
、
数
の
違
い
は
年
代

に
よ
る
も
の
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
を
詠
歌
年
次
の
順
に
み

て
も
、
初
学
期
か
ら
老
年
の
建
保
期
の
百
首
歌
ま
で
、
数
に
差
は
み
ら

れ
な
い
。
詠
歌
数
の
相
違
は
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
の
性
格
の
違
い

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
違
い
と
は
、
組
題

百
首
に
は
百
の
歌
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
部
立
百
首
に
は
そ
の
よ

う
な
歌
題
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
題
百
首
の

規
範
と
さ
れ
て
い
る

「堀
河
百
首
」
を
例
に
挙
げ
る
と
、
春
は

「立

合
計

院
百
首
　
建
保

建
保
四
年

（
一
二
一
六
）

内
裏
名
所
百
首

建
保
三
年

（
一
二
一
五
）

千
五
百
番
歌
合

建
仁
元
年

（
一
二
〇

一
）

正
治
初
度
百
首

正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）

一
字
百
首

建
久
元
年

（
一
一
九
〇
）

閑
居
百
首

同
右 香會

星首

一
八
七
）

二
見
浦
百
首

文
治
二
年

（
一
一
八
六
）

初
学
百
首

養
和
元
年

（
一
一
八
一
）

百
首
歌

2 2 2 3 2 2 1 2 2 数

四
季
１３

恋
１

雑
４

春
１

・
夏
１

雑 冬
11

雑 夏
11

春
１

・
夏
１

雑
１

秋
１

・
冬
１ヽ

恋 冬
11

秋

１

秋

２
冬
１ヽ

雑
１

「有
明
」
が
詠
ま
れ
た
部
立

―-102-―



春
」
か
ら
始
ま
り
、
「
子
日
」
「
霞
」
「鴬
」
～

「
二
月
尽
」
と
、
季
節

の
推
移
に
沿

っ
て
歌
題
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
与
え
ら
れ
た
歌
題
に
忠

実
に
詠
ん
で
い
け
ば
自
ず
と
季
節
の
流
れ
を
詠
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
月
齢
を
伴
う
歌
語

「
有
明
」
を
敢
え
て
読
み
込
む
必

要
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
一
方
、
部
立
百
首
で
は
、
歌

人
そ
れ
ぞ
れ
が
春
十
五
首
、
夏
十
首
の
よ
う
に
、
定
め
ら
れ
た
詠
歌
数

の
中
で
春
や
夏
の
季
節
の
流
れ
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
中
に
月
の
下
旬
を
示
す

「
有
明
」
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
月
の
終
わ
り
や
、
季
節
の
終
わ
り
が
表
現
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
の
詠
歌
数
に

大
き
な
違
い
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
に
お
け
る

「有
明
」

の
詠
歌
数
の
違
い
が
、
定
家
だ
け
に
み
ら
れ
る
も
の
か
、
他
の
歌
人
と

の
比
較
を
通
し
て
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
定
家
と
共
に
多
数
の
百

首
歌
を
詠
じ
て
い
る
家
隆
と
比
較
す
る
。
家
隆
の
組
題
百
首
と
部
立
百

首
に
お
け
る

「有
明
」
の
使
用
状
況
を
表
三
と
表
四
に
示
す
。

一
見
し
て
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
と
の
間
に
定
家
の
よ
う
な
違
い

は
み
ら
れ
な
い
。
最
も
多
く

「有
明
」
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
表
三
の

「後
度
百
首
」
に
お
け
る
七
首
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
六
首
ま
で
が
四
季

歌
で
あ
る
。
堀
河
題
の
百
首
歌
で
、
家
隆
が

「有
明
」
を
用
い
て
い
る

歌
題
を
い
く

つ
か
挙
げ
る
と
、
「初
心
百
首
歌
」
で
は
、
秋
の

「桂
」

「九
月
尽
」
、
「後
度
百
首
」
で
は
、
夏
の

「
照
射
」
や
秋
の

「月
」
、
冬

の

「寒
直
」
と
様
々
な
歌
題
で
詠
ん
で
い
る
。
「九
月
尽
」
で
詠
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
家
隆
も
定
家
と
同
様
、
「
有
明
」
を
月
齢
意
識
で
用

い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
秋
歌
の
中
で
、
早
朝

に
開
花
し
、
名
前
に

「
あ
さ
」
を
含
む
こ
と
か
ら
、　
一
日
意
識
の
歌
題

と
み
な
し
得
る

「桂
」
で
も

「有
明
」
を
詠
ん
で
お
り
、
月
齢
意
識
の

「暮
秋
」
題
の
み
で
し
か
用
い
て
い
な
い
定
家
の
態
度
と
大
き
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。
数
量
的
に
は
、
「後
度
百
首
」
の
突
出
し
た
詠
歌
数
を

除
く
と
、
家
隆
の
場
合
、
組
題
百
首
と
部
立
百
首
の
間
に
、
こ
れ
と

【表
三
】
家
隆
の
組
題
百
首
に
お
け
る

「有
明
」
の
詠
歌
数
と
歌
題

合
計

九
条
前
内
大
臣
家
百
首

家
百
首

内
大
臣
家
百
首

六
百
番
歌
合

後
度
百
首

「堀
河
題
」

初
心
百
首
歌

「堀
河
題
」

百
首
歌
名

1 0 0 1 7 数

冬

１

夏

１
雑 冬 秋 夏
1321

雑 秋
2  2

部
立

四
季
１０

雑
３

「冬
里
月
」

「夏
夜
」

夏

「
照
射
」

秋

「月
」
「榛
衣
」

冬

「寒
董
」
「水
鳥
」
「炉
火
」

雑

「海
路
」

雑秋

鶴種

「九
月
尽
」

「旅
」

「有
明
」
が
詠
ま
れ
た
歌
題



【表
四
】
家
隆
の
部
立
百
首
に
お
け
る

「有
明
」
の
詠
歌
数

合
計

為
家
卿
家
百
首

院
百
首
　
建
保

内
裏
名
所
百
首

千
五
百
番
歌
合

正
治
初
度
百
首

閑
居
百
首

大
輔
百
首

百
首
歌

3 1 l 1 1 3 数

四
季
８

恋
５

春
１

・
冬
１

恋
１

夏

１

秋

１

恋

１

冬

１
恋 秋
1  2

恋 秋
2  1

「有
明
」
が
詠
ま
れ
た
部
立

い
っ
た
相
違
は
見
出
し
難
い
。
恐
ら
く

「有
明
」
に
対
し
て
特
別
な
意

識
を
持
た
ず
に
詠
め
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

つ

ま
り
、
定
家
に
み
ら
れ
る
組
題
百
首
と
部
立
百
首
に
お
け
る
明
ら
か
な

詠
歌
数
の
相
違
に
は
、
自
覚
的
な
詠
み
分
け
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
部
立
百
首
四
季
歌
の

「有
明
」

次
に
、
定
家
の
部
立
百
首
四
季
歌
で
の

「有
明
」
を
詳
し
く
み
て
い

き
た
い
。
四
季
歌
の
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
歌
の
中
で
、
「有
明
」

を
詠
ん
だ
歌
が
、
ど
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
か
を
表
五
に
し
た
。

い
く

つ
か
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
概
し
て
月
の
歌
の
最
後
に

「有

明
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
月
は
秋
の
景
物
で
あ
る
た
め
、

部
立
百
首
の
秋
で
は
、
連
続
し
て
数
首
の
月
の
歌
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
場
合
、
定
家
は
ほ
と
ん
ど
月
の
歌
の
最
後
に

「有
明
」
を

使

っ
て
い
る
。
秋
以
外
の
季
節
で
は
、
月
の
歌
そ
の
も
の
が
少
な
く
、

ま
た
必
ず
し
も
連
続
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
最
後
に

「有
明
」
の
歌
を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
中
で

「有
明
」

が
最
後
の
月
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「内
裏
名
所
百
首
」
の

冬
の
よ
う
に
月
の
歌
が
、
「
有
明
」
を
詠
み
込
ん
だ

一
首
し
か
な
い
場

合
に
は
、
季
節
の
最
終
歌
と
な

っ
て
い
る
。
※
印
を
付
し
た
、
「有
明
」

が
月
の
歌
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
な
い
例
外
は
四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち

「
一
字
百
首
」
「正
治
初
度
百
首
」
「院
百
首
　
建
保
」
の
三
例
は
、
同

一
の
百
首
歌
四
季
歌
の
別
の
季
節
に
も

「有
明
」
を
用
い
て
お
り
、
月

の
歌
の
最
後
が

「
有
明
」
と
い
う
、
同
趣
向
の
重
複
を
避
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
残
る

一
例
は
、
「千
五
百
番
歌
合
」
の
夏
の
歌
で
あ
る
。

月
を
詠
ん
だ
の
は
次
の
二
首
で
、

袖
の
香
を
花
橘
に
お
ど
ろ
け
ば
空
に
有
明
の
月
ぞ
の
こ
れ
る

（四
百
四
十
六
番
右

・
八
九

一
／
拾
遺
愚
草

・
一
〇
三
〇
）

夏
の
月
は
ま
だ
よ
ひ
の
ま
と
な
が
め

つ
つ
ぬ
る
や
川
辺
の
し
の
の

め
の
空

（四
百
八
十
八
番
右

・
九
七
五
／
拾
遺
愚
草

。
一
〇
三
三
）
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【表
五
】
部
立
百
首
四
季
歌
の

「有
明
」

―
月
の
歌
の
中
で
の
位
置
―

※
は

「有
明
」
が
月
の
歌
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
な
い
も
の

院
百
首
　
建
保

内
裏
名
所
百
首

千
五
百
番
歌
合

正
治
初
度
百
首

一
字
百
首

閑
居
百
首

大
輔
百
首

二
見
浦
百
首

初
学
百
首

百
首
歌

春
　
一
一首
中
最
後

夏
　
一二
首
中
二
首
目
※

冬
ヽ

首

（冬
の
最
終
歌
）

夏
　
一
一首
中

一
首
目
※

春
　
四
首
中
三
首
目
※

夏
　
一二
首
中
最
後

冬秋

首 首
中 中
最 最
後 初

※

秋
　
四
首
中
最
後

秋
　
五
首
中
最
後

秋
　
九
首
中
最
後

冬
　ヽ
三
首
中
最
後

月
の
歌
の
中
で
の
配
列

二
首
目
の
結
句
は

「
し
の
の
め
の
空
」
と
な

っ
て
い
る
。
「有
明
」
と

い
う
語
を
使

っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
「有
明
」
の
月
の
後
に
置
か
れ

た
二
首
目
の
月
も
、
有
明
の
月
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

「千
五
百
番
歌
合
」
以
外
の
全
て
の
百
首
歌
で

は
、
最
後
の
月
を

「有
明
」
と
す
る
趣
向
を
、
必
ず
行
な

っ
て
い
る
。

組
題
百
首
と
部
立
百
首
で
、
自
覚
的
に
詠
み
分
け
ら
れ
た

「有
明
」
は
、

部
立
百
首
に
お
い
て
、
月
齢
意
識
を
も

っ
て
、
月
の
歌
の
最
後
に
使
わ

れ
た
こ
と
が
明
確
と
な

っ
た
。

で
は
部
立
百
首
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
歌
語

「有
明
」
を
月
齢
意

識
で
用
い
る
と
い
う
態
度
が
、
定
家
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
た

め
、
次
に
建
久
元
年

（
一
一
九
〇
）
良
経
家
で
催
さ
れ
た

「
花
月
百
首
」

を
み
て
い
き
た
い
。
現
在
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
出
詠
歌
人
は
六
人
だ

が
、
百
首
全
て
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
定
家
以
外
で
は
良
経
、
慈
円

の
み
で
あ
る
た
め
、
こ
の
両
者
の
態
度
と
比
較
し
て
み
た
い
。
「花
月

百
首
」
は
、
所
謂
部
立
百
首
で
は
な
い
が
、
春
と
秋
の
季
節
の
流
れ
に

沿

っ
て

「花
」
題
で
五
十
首
、
「
月
」
題
で
五
十
首
が
詠
ま
れ
、　
一
つ

の
季
節
の
流
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「有
明
」
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
の
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
月

五
十
首
に
お
け
る
、
「有
明
」
を
詠
ん
だ
歌
の
み
を
列
記
し
た
。
歌
頭

の
番
号
は
月
五
十
首
で
の
番
号
で
あ
る
。
ま
ず
定
家
だ
が
、
「有
明
」

を
四
首
詠
ん
で
い
る
。

一
八
　
関
の
戸
を
鳥
の
空
ね
に
は
か
れ
ど
も
有
明
の
月
は
猶
ぞ
さ

し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拾
遺
愚
草

・
工全
ハ
八
）

三
〇
　
秋
の
夜
の
有
明
の
月
の
月
影
は
こ
の
世
な
ら
で
も
猶
や
し

の
ば
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

上
ハ
八
〇
）

四
九
　
あ
ぢ
き
な
く
も
の
思
ふ
人
の
袖
の
上
に
有
明
の
月
の
夜
を

か
さ
ね
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

上
ハ
九
九
）

五
〇
　
長
月
の
月
の
有
明
の
時
雨
ゆ
ゑ
明
日
の
紅
葉
の
色
も
う
ら
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め
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

・
七
〇
〇
）

四
九
番
と
五
〇
番
は
続
け
て
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
三
箇
所
に

「有

明
」
の
歌
が
置
か
れ
た
と
い
え
る
。
二
八
番
歌
に

「
あ
け
ば
又
秋
の
な

か
ば
も
過
ぬ
べ
し
」
と
詠
ま
れ
、
二
九
番
が

「駒
迎
」
を
詠
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
三
〇
番
の

「有
明
」
は
八
月
の
下
旬
の
月
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
す
る
と
、　
一
八
番
は
お
そ
ら
く
七
月
の
下
旬
の

「有
明
」
と
な
ろ

う
。
五
十
首
と
い
う
通
常
詠
む
こ
と
の
な
い
月
歌
の
連
作
と
い
う
こ
と

で
、　
一
八
、
三
〇
、
四
九
番
と
ほ
ぼ
等
間
隔
で
、
「有
明
」
を
複
数
詠

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
月
齢
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
の
構
成
と
い
え
る
。

最
後
の
五
〇
番
で
単
な
る

「有
明
」
で
は
な
く

「長
月
の
月
の
有
明
」

と
詠
ん
で
い
る
の
も
、
文
月
、
葉
月
、
長
月
そ
れ
ぞ
れ
の

「
有
明
」
を

詠
ん
だ
た
め
に
、
詠
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
も
、
最
後
の
月
は

「有
明
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

次
に
良
経
の
歌
を
挙
げ
る
。

一圭
ハ
　
秋
ぞ
か
し
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
寝
覚
め
か
は
心

つ
く
す
な
有

明
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
篠
月
清
集

・
八
六
）

四

一
　
う
き
よ
い
と
ふ
心
の
闇
の
し
る
べ
か
な
我
が
思
ふ
か
た
に

有
明
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

・
九

こ

四
八
　
有
明
に
な
り
ゆ
く
月
を
な
が
め
て
も
秋
の
残
り
を
う
ち
か

ぞ
へ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

。
九
八
）

四
九
　
な
が
月
の
有
明
の
月
の
明
け
方
を
誰
待

つ
人
の
な
が
め
わ

ぶ
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

。
九
九
）

数
は
四
首
で
、
定
家
と
同
数
で
あ
る
。
少
し
間
隔
が
空
い
て
い
る
が
、

四
首
全
て
が
五
十
首
の
後
半
に
置
か
れ
て
い
る
。
定
家
の
よ
う
に

「
駒

迎
」
の
歌
が
な
く
、
三
六
番
の
歌
が
何
月
の

「
有
明
」
を
指
す
の
か
定

か
で
な
い
が
、
四
八

・
四
九
番
で

「
有
明
」
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
月

齢
意
識
を
持

っ
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
五

〇
番
の
歌
に

「有
明
」
は
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、
「有
明
」
が
月
の
歌
を

締
め
く
く
る
最
後
の
月
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

続
い
て
慈
円
の
歌
を
挙
げ
る
。

三
八
　
有
明
の
月
の
行
方
を
な
が
め
て
ぞ
野
寺
の
鐘
は
き
く
べ
か

り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拾
玉
集

・
〓
二
九

こ

四
〇
　
月
よ
り
も
猶
す
み
ま
さ
る
心
か
な

一
人
寝
覚
め
の
有
明
の

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

・
〓
二
九
一こ

四
二
　
さ
え
わ
た
る
月
に
心
の
か
よ
ふ
か
な
浜
名
の
橋
の
有
明
の

空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

。
一
二
九
五
）

四
三
　
入
り
ぬ
れ
ど
涙
の
露
に
影
と
め
て
月
は
た
も
と
に
有
明
の

空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同

・
〓
二
九
二〇

こ
こ
で
も
四
首
詠
ま
れ
て
い
る
。
六
番
で

「駒
迎
」
が
詠
ま
れ
、
八
番

歌

で
は

「長
月
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

て
長
月
の

「
有

明
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
ま
と
ま

っ
て
お
か
れ
て
お
り
、
や
は
り

月
齢
意
識
で
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
有
明
」
の
後
に
も
多
く

の
月
の
歌
が
続
い
て
い
る
。

以
上

「花
月
百
首
」
の
月
五
十
首
か
ら
、
良
経
、
慈
円
も
月
齢
意
識

で

「
有
明
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
建
久
元
年
と
い
う
詠

歌
年
次
か
ら
、
定
家
の

「有
明
」

へ
の
月
齢
意
識
が
、
良
経
、
慈
円
に
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影
響
を
与
え
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
、
定
家
だ

け
で
な
く
、
良
経
、
慈
円
も
月
齢
意
識
を
も

っ
て
、
「有
明
」
を
詠
ん

で
い
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
定
家
の
そ
れ
は
、
季
節
の
最
後
の
月
と

し
て
、
よ
り
徹
底
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

一二

「
六
百
番
歌
合
」
の

「有
明
」

で
は
こ
こ
で
、
定
家
が
組
題
百
首
の
四
季
歌
で
、
「有
明
」
を
用
い

た

「六
百
番
歌
合
」
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
定
家
が

「暮
秋
」
と

い
う
秋
最
後
の
歌
題
で

「有
明
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、

他
の
出
詠
歌
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
歌
題
で

「
有
明
」
を
用
い
て
い
る

か
を
み
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、　
一
日
意
識
、
月
齢
意
識
の
い
ず
れ
の
使

い
方
に
よ
る
も
の
か
確
認
し
た
い
。
次
の
表
六
が
出
詠
歌
人
全
て
の

「有
明
」
を
詠
ん
だ
歌
の
題
で
あ
る
。

四
季
五
十
首
、
恋
五
十
首
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「六
百
番
歌
合
」
で

は
、
季
経
、
顕
昭
の
二
人
を
除
き
、
出
詠
歌
人
十
二
人
中
十
人
が

「有

明
」
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
十
人
中
、
経
家
以
外
は
四
季
歌
に

「
有
明
」
を
用
い
て
い
る
。
次
に
、
四
季
歌
に
お
い
て

「有
明
」
の
詠

ま
れ
た
歌
題
を
、
三
種
に
分
類
す
る
。

一
、
月
齢
意
識
の
歌
題

（春
、
秋
、
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
最
後
の

歌
題
）
―

「
残
春
」
「暮
秋
」
「仏
名
」

二
、　
一
日
意
識
の
歌
題

（
一
日
の
時
間
の
中
で
捉
え
ら
れ
た
歌
題
）

―

「春
曙
」
「
夏
夜
」
「秋
霜
」
「冬
朝
」

三
、　
一
、
二
以
外
―

「秋
田
」
「鴫
」

【表
六
】
六
百
番
歌
合
の

「有
明
」
―
詠
歌
数
と
歌
題
―

合
計

家
房

兼

宗
寂
連

顕
昭

隆
信

有
家

経
家

季
経

家
隆

慈
円

良

経
定
家

歌
人
名

1 1 0 2 l 0 1 2 3 1 「有
明
」
の
詠
歌
数
数

恋 四
5季

12

秋

「鴫
」

秋

「暮
秋
」

秋

「暮
秋
」
冬

「冬
朝
」

秋

「秋
霜
」
冬

「仏
名
」

春

「春
曙
」
秋

「暮
秋
」
／
恋

「暁
恋
」

恋

「寄
月
恋
」

夏

「夏
夜
」

春

「残
春
」
／
恋

「寄
関
恋
」

秋

「秋
田
」
／
恋

「尋
恋
」
「暁
恋
」

秋

「暮
秋
」

部
立
と
歌
題

以
上
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
歌
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
意
識

で

「
有

明
」
を
用
い
た
か
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、　
一
の
四
季
歌
を
月
齢
意
識
の
歌
題
の
み
で
詠
ん
で
い
る
の
は
、

定
家
、
慈
円
、
兼
宗
で
あ
る
。
但
し
、
慈
円
は

「寄
関
恋
」
で
も
詠
ん
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で
お
り
、
「花
月
百
首
」
同
様
、
定
家
ほ
ど
厳
密
な
姿
勢
で
は
な
い
。

兼
宗
は

『
千
載
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
勅
撰
歌
人
で
は
あ
る
が
、
家

集
は
伝
存
せ
ず
、
こ
れ
だ
け
で
常
に

「有
明
」
を
月
齢
意
識
の
み
で
用

い
て
い
た
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
の
四
季
歌
を

一
日
意
識
の

歌
題
の
み
で
詠
じ
て
い
る
の
が
家
隆
で
あ
る
。
次
に
四
季
歌
を

一
日
意

識
と
月
齢
意
識
両
方
で
詠
ん
で
い
る
の
は
、
「春
曙
」
と

「暮
秋
」
の

有
家
、
「秋
霜
」
と

「仏
名
」
の
隆
信
、
「暮
秋
」
と

「冬
朝
」
の
寂
連

の
二
人
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

「暮
秋
」
や

「仏
名
」
と
い
っ
た
季
節
の

終
わ
り
に

「有
明
」
を
詠
む

一
方
で
、
「
曙
」
「霜
」
「朝
」
と
い
っ
た

明
け
方
と
結
び

つ
い
た
歌
題
で
も
用
い
て
い
る
。
三
の

一
日
意
識
で
も

月
齢
意
識
で
も
な
い
歌
題
で
詠
ん
だ
の
は
、
良
経
、
家
房
で
、
以
上
を

ま
と
め
る
と
、
月
齢
意
識
を
全
く
持
た
ず
に

「有
明
」
を
用
い
て
い
る

の
は
、
家
隆
、
良
経
、
家
房
と
な
る
。
し
か
し
家
隆
は
、
先
述
し
た
堀

河
題
の

「初
心
百
首
」
で
の
歌
題

「
九
月
尽
」
で

「有
明
」
を
詠
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
常
に

一
日
意
識
の
み
で

「
有
明
」
を
用
い
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
良
経
に
つ
い
て
は
、
「花
月
百
首
」
で
は
、
月
齢
意

識
が
確
認
で
き
た
。

つ
ま
り
、
四
季
歌
で

「
有
明
」
を
詠
ん
だ
歌
人
の

ほ
と
ん
ど
が
、
「有
明
」
に
月
齢
意
識
を
持

っ
て
い
た
が
、
定
家
と
兼

宗
を
除
き
、　
一
方
で
は

一
日
意
識
や
そ
の
よ
う
な
意
識
を
伴
わ
な
い
使

い
方
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ひ
と

つ
の
百
首
歌
の
中
で
さ
え
、
様
々

な
使
い
方
を
し
て
い
る
歌
人
が
多
い
中
、
す
べ
て
の
組
題
百
首
で
、
月

齢
意
識
に
よ
る
用
い
方
に
こ
だ
わ
る
、
頑
固
と
も
い
え
る
定
家
の
姿
勢

は
、
際
立

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

四
　
定
家
以
前
の
百
首
歌

勅
撰
集
の
中
に
は
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
の
七
八
二
番
か
ら
七
九

六
番
や
、
『
金
葉
和
歌
集
三
度
本
』
秋
の
月
の
歌
群

一
七
四
番
か
ら
二

一
七
番
に
、
月
齢
に
よ
る
配
列
が
見
出
せ
、
「有
明
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

終
わ
り
近
く
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
勅
撰
集
か
ら
の
直
接
的

影
響
で
、
定
家
は
月
齢
と
い
う
役
割
を

「有
明
」
に
与
え
、
百
首
歌
の

四
季
歌
で
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
定
家
以
前
の
百
首
歌
で
の

「有
明
」
を
確
認
し
て
み
た
い
。

組
題
百
首
の
始
発
で
あ
る

「堀
河
百
首
」
四
季
歌
を
確
認
す
る
と
、
夏

の

「郭
公
」
、
冬
の

「
千
鳥
」
と
い
う
歌
題
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
ど
ち

ら
も
明
け
方
の
鳥
の
声
と
の
取
り
合
わ
せ
で
、　
一
日
意
識
し
か
窺
え
ず
、

い
ず
れ
も

一
首
し
か
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
「堀
河
百
首
」
で
最
も
多
く

「
有
明
」
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
雑

「暁
」
題

の
四
首

で
あ
り
、
以
下

「永
久
百
首
」
は
秋

「
暁
月
」
の
四
首
、
「
為
忠
家
初
度
百
首
」
で
は
冬

「暁
天
千
鳥
」
の
三
首
と
、
歌
題
に

一
日
意
識
の

「暁
」
を
含
む
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、
「為
忠
家
後
度
百
首
」
で
は
、
「有
明
月
」
が
、
歌
題
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
題
の
配
列
は

月
廿
首

三
日
月
　
晩
月
　
弦
月
　
十
五
夜
月
　
一号
午
月
　
伊
佐
与
非
月

立
待
月
　
居
待
月
　
寝
待
月
　
廿
日
月

木
間
月
　
露
上
月
　
囲
胴
闇
四
　
山
葉
月
　
雲
間
月
　
朧
月
　
雨
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後
月
　
水
上
月
　
関
中
月
　
霜
夜
月

と
な

っ
て
お
り
、
「
露
上
月
」
と

「山
葉
月
」
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
。

「
三
日
月
」
か
ら

「
二
十
日
月
」
と
い
う
月
齢
を
表
わ
す
月
の
中
に
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
情
趣
を
伴
う
月
の

一
様
相
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
、
先
行
の
組
題
百
首
に
は
、
月
齢
意
識
に
よ
る

「有

明
」
の
詠
歌
例
は
見
出
せ
な
か

っ
た
。

で
は
、
先
行
す
る
部
立
百
首

の

「
久
安
百
首
」
を
み
て
み
よ
う
。

「
有
明
」
を
詠
ん
だ
歌
は
十
首
み
ら
れ
、
四
季
歌
は
五
首
あ
る
が
、
全

て
秋
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
崇
徳
院
と
教
長
の

「有
明
」
で
あ
る
。

ま
ず
崇
徳
院
の

「秋
」
の
月
の
歌
七
首
、

秋
来
れ
ば
お
も
ひ
な
し
か
も
夕
月
夜
残
り
お
ほ
か
る
け
し
き
な
る

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
九
）

を
し
み
か
ね
入
ぬ
る
夜
半
の
月
な
れ
ど
猶
面
影
は
と
ど
め
お
き
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
〇
）

月
清
み
ゆ
る
ぎ
の
杜
に
ゐ
る
鷺
の
た
た
ず
は
よ
そ
に
い
か
で
わ
か

ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
こ

玉
よ
す
る
う
ら
わ
の
風
に
空
晴
れ
て
光
を
か
は
す
秋
の
夜
の
月

（四
一
し

雲
の
波
天
の
川
瀬
に
た
た
ね
ど
も
な
に
あ
ら
は
れ
て
澄
め
る
月
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
一こ

ひ
た
す
ら
に
い
と
ひ
も
は
て
じ
か
ば
か
り
の
月
を
も
た
て
る
此
世

な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
四
）

秋
な
れ
ど
有
明
の
月
は
夏
の
夜
の
望
よ
り
も
み
る
ほ
ど
な
か
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
五
）

次
に
同
じ
く
教
長
の
歌
を
挙
げ
る
。

し
ら
ま
弓
は
り
て
か
け
た
る
三
日
月
は
ほ
ど
な
く
ぞ
い
る
た
か
ま

ど
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（壬
量
○

数
な
ら
ぬ
我
が
身
な
れ
ど
も
月
を
み
て
あ
か
ぬ
や
人
に
お
と
ら
ざ

る
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
三
七
）

げ
に
や
さ
は
西
に
心
ぞ
い
そ
が
る
る
か
た
ぶ
く
月
も
今
は
を
し
ま

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（壬
二
八
）

い
に
し
へ
も
た
ぐ
ひ
は
あ
ら
じ
月
影
は
又
こ
ん
秋
の
こ
よ
ひ
な
り

と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（壬
二
九
）

く
ま
も
な
く
月
す
み
わ
た
る
銀
川
な
を
だ
に
か
け
じ
雲
の
し
ら
な

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
四
〇
）

わ
た

つ
み
の
清
き
浜
辺
に
よ
る
な
み
の
よ
る
と
も
み
え
ず
て
ら
す

月
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
四
こ

か
ね
て
よ
り
ひ
る
と
み
ゆ
れ
ば
秋
の
夜
の
あ
く
る
も
し
ら
ぬ
有
明

の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
四
一
し

崇
徳
院
は
、
月
齢
の
早
い
、
夕
方
に
出
る
月
で
あ
る
夕
月
夜
か
ら
始

め
た
月
の
歌
を
、
有
明
の
月
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
。
教
長
も
同
様
に
、

三
日
月
か
ら
始
め
、
有
明
の
月
を
最
後
に
置
い
て
い
る
。
百
首
歌
の
中

の

「有
明
」
が
、
月
齢
意
識
を
持

っ
て
詠
み
込
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
崇

徳
院
と
教
長
が
最
初
の
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
定
家
以
前
の
百
首
歌
に
お
け
る

「有
明
」
に
つ
い
て
み
て
き
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た
が
、
組
題
百
首
の
四
季
歌
で
は
、
「
暁
」
を
含
む
歌
題
で

一
日
意
識

に
よ
り
詠
ま
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
部
立
百
首
に
お
い

て
は
、
「
久
安
百
首
」
の
秋
の
歌
に
、
月
齢
意
識
で
詠
む
崇
徳
院
と
教

長
の
先
行
例
の
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
「久
安
百
首
」
は
、
定
家
の

父
俊
成
も
出
詠
し
て
お
り
、
後
白
河
院
の
命
に
よ
り
、
部
類
作
業
も
し

て
い
る
。
そ
れ
故
、
定
家

へ
の
影
響
は
大
き
く
、
定
家
の
最
初
の
百
首

歌
で
あ
る

「
初
学
百
首
」
の
構
成
は

「
久
安
百
首
」
を
規
範
と
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
み
た
定
家
の
月
齢
意
識
に
よ
る

「有
明
」
詠
は
、
「久
安
百
首
」
か
ら
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

定
家
の
百
首
歌
四
季
歌
に
お
け
る

「
有
明
」
を
考
察
し
て
き
た
。
組

題
百
首

で
は
、
「有
明
」
の
有
す
る
月
齢
が
歌
題

の
本
意

に
適

っ
た

「暮
秋
」
題
に
お
い
て
、　
一
首
詠
ん
で
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、

部
立
百
首
で
は
全
て
の
百
首
歌
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
場
合
季
節

の
最
後
の
月
と
し
て
、
月
齢
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ

た
。
四
季
歌
で
は
明
ら
か
に
、
「有
明
」
の
有
す
る
二
つ
の
意
味
の
う

ち
、
月
齢
意
識
で
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「花
月
百
首
」
や

「
六
百
番
歌
合
」
で
み
た
よ
う
に
、
同
時
代
歌
人

た
ち
が
、
月
齢
意
識
を
も

っ
て
詠
み
つ
つ
も
、　
一
方
で

一
日
意
識
に
よ

る
用
い
方
を
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
定
家
は
百
首
歌
の
中
で
、
徹
底
し

て

「有
明
」
の
月
齢
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「有
明
」
と

い
う

一
つ
の
歌
語
を
明
確
に
規
定
し
て
用
い
る
定
家
の
確
固
と
し
た
態

度
が
窺
え
る
。
初
学
期
か
ら
老
年

の
建
保
期
ま
で
こ
だ
わ
り
続
け
た
定

家
の
態
度
は
、
他

の
歌
人
と

一
線
を
画
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

注（１
）
『袖
中
抄
』
第
十
九

「
い
さ
よ
ふ
月
」
の
項
に

「下
旬
を
ば
お
し
な
べ
て

有
明
、
大
方
は
十
四
五
日
よ
り
、
月
の
入
ら
ぬ
先
に
夜
の
明
く
る
を
ば
、
皆

有
明
の
月
と
云
べ
け
れ
ど
、
委
く
い
へ
ば
廿
日
の
後
を
云
べ
き
な
り
。
」
と

あ

る

。

（２
）
細
田
恵
子

「八
代
集
の
あ
り
あ
け
の
イ
メ
ー
ジ
」
翁
文
学
史
研
究
』
１５

一
九
七
四
年
七
月
）
で
は
、
『
国
歌
大
観
』
を
底
本
に

『新
古
今
和
歌
集
』

の

「有
明
」
ρ
詠
歌
数
を
四

一
首
と
す
る
が
、
『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る

と
、
四
二
首
を
数
え
る
。

「有
明
」
に
つ
い
て
は
他
に
、
宇
佐
美
真

「千
載
集
、
新
古
今
集
の
有
明

歌
」
（
国
語

。
国
文
解
釈
』
十

一
月
号
　
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
八
代
集
や

『千
載
和
歌
集
』
『新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
論
考
で
あ

Ｚ
り
。

（３
）冷
泉
家
本
の
句
題
二
句
目

「急
雨
漏
窓
湯
景
残
」
を
、
赤
羽
淑
編
著

『名

古
屋
大
学
本
拾
遺
愚
草
』
（笠
間
書
院
　
一
九
八
二
年
）
に
よ
り
、
「雨
漉
窓

陽
景
残
」
と
改
め
た
。

（４
）
『拾
遺
愚
草
員
外
』
に

「建
保
五
年
の
事
に
や
内
裏
に
此
韻
の
字
を
人
に

給
て
詩
を
つ
く
る
と
つ
た
へ
き
ゝ
て
つ
れ
／
ヽ
な
り
し
か
は
歌
に
も
成
な
ん

や
と
試
に
書
な
ら
へ
て
侍
し
い
た
つ
ら
事
を
思
ひ
出
て
」
と
あ
る
。

（５
）
注

（２
）
細
田
論
文
に
、
勅
撰
集
に
お
け
る
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（６
）
『新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
非
部
類
本

「久
安
百
首
」
に
お
け
る
教
長
の

二
三
六
番
歌
は
、
「
し
ら
ま
弓
は
り
て
か
け
た
る
暁
は
ほ
ど
な
く
ぞ
い
る
た



か
ま
ど
の
山
」
と
あ
る
が
、
「
ま
弓
」
「
は
り
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
三
日
月
」
を
詠
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
『久
安
百
首
校
本
と
研

究
』
（笠
間
書
院
　
一
九
九

一
年
）
部
類
本

（底
本
　
今
治
市
河
野
美
術
館

本
）
に
よ
り
改
め
た
。
な
お
、
『教
長
集
』
も

「
み
か
づ
き
」
と
す
る
。

（７
）
「久
安
百
首
」
で
は
、
「有
明
」
を
長
歌
に
の
み
詠
ん
で
い
る
。
俊
成
は
、

組
題
百
首
の

「為
忠
家
両
度
百
首
」
に
も
出
詠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
百

首
歌
に
み
ら
れ
る
俊
成
の
態
度
や
、
定
家
と
の
相
違
等
に
つ
い
て
は
、
稿
を

改
め
た
い
。

（８
）久
保
田
淳

『新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
七
三
年
）

第
二
篇

「新
風
歌
人
の
研
究
」

※
引
用
本
文

『拾
遺
愚
草
』
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
八
巻

『拾
遺
愚
草
上
下
』
（朝
日
新
聞

社
　
一
九
九
二
年
）

『拾
遺
愚
草
員
外
』
…
同
九
巻

『拾
遺
愚
草
員
外
』
（同
　
一
九
九
五
年
）
に
拠

Ｚ
υ
。

歌
番
号
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
他
の
和
歌
本

文
は
、
全
て

『新
編
国
歌
大
観
』
に
拠

っ
た
。
な
お
、
本
稿
の
引
用
に
際
し
、

適
宜
、
漢
字
表
記
に
改
め
、
濁
点
を
私
に
付
し
た
。

『能
因
歌
枕
』
…

『
日
本
歌
学
大
系
　
第

一
巻
』
（風
間
書
房
　
一
九
五
七
年
）

『袖
中
抄
』
…

『歌
論
歌
学
集
成
　
第
五
巻
』
Ｔ
一弥
井
書
店
　
一
一〇
〇
〇
年
）

（
ほ
そ
か
わ

。
ち
さ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

国
際
日
本
文
学
研
究
報
告
集

〈全
３
冊
〉
　

伊
井
春
樹
編

国
際
化
の
中
の
日
本
文
学
研
究

一　

講
演

一
一　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「留
学
生
に
と

っ
て
の
日
本
文
学
」

〓
一　
海
外
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
、
日
本
文
学
の
諸
問
題

日
本
文
学
　
翻
訳
の
可
能
性

一
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
文
学
の
魅
力

―
留
学
生
に
と

っ
て
の
日
本
文
学
研
究
」

一
一　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
文
学
　
翻
訳
の
可
能
性
」

〓
一　
翻
訳
に
関
す
る
諸
問
題

四
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
翻
訳
の
可
能
性

―
歌
舞
伎
文
化
と
テ
キ
ス
ト

・
俳
諧

・
絵
画
―

五
　
日
本
古
典
文
学
翻
訳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
世
界
―
翻
訳
と
研
究
―

一　

講
演

「
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

―
カ
ノ
ン
形
成

。
ジ

ェ
ン
ダ
ー

。
文
化
的
記
憶
―
」

一
一　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
世
界

―
翻
訳
と
研
究
―
」

〓
一　
海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
諸
問
題

Ａ
５
版

。
平
均
三
〇
〇
頁

。
各
二
九
九
〇
円

（税
込
）

風
間
董
房

。
二
〇
〇
四
年
二
月
よ
り
順
次
刊
行
中
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